チッ ペラリ ー、 ラタ ヽ パン。 そこで ノ アルで 細筆の フ 

ランス 文字、 ブ ルバ— ルデ トセ トラ。 

脚 は 一 八 〇 プロ セントく らいに、 眼と 眼 は うんと 

くっつけ るか、 思い切り 開いて、 さて この 腕 を どうや 

からす 

ろう。 寛 永 寺の 鴉より 近い 処にビ ッシェ —ル、 口 ー ト。 

顔の ここらへ ちょっと 一 刷毛、 どうです この 色 は 新し 

いね。 トラ ヽ イラ ヽ ララ—、 絵 具の 払い はいつ でもよ 

ヽ o 

レ 



ぼんやりして、 そして 気分が 悪くな つて 帰って来て、 

すぐに 机に 向って いたら 自然に こんな 「詩」 が 生れ 

ました。 自分で も 何の 事 だか 分らない が、 しかし そ 

の 日の その 時刻の 私の ある 感じ だけ は 出て いるよう 

だから、 ともかくも 御 目に かけます。 御 取捨 御 自由 

に 願います。 

(昭和 三年 十 一 月 『霊山 美術』) 
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